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町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
鳥
居
元
忠
の
没
後
４
０
０

に　画一年
｀出い墨に

合
わ
せ
９
月
８
日
か
ら
1
0
月
1
4
日
ま
で
、
特
別
展

に
天
下
を
取
ら
せ
た
男
－
」
を
企

れ
る
資
料
は
日
光
東
照
宮
の
宝
物
を
中
心

泳
康
と
元
忠
の
関
係
が
分
か
る
貴
重
な
資
料

で
、
恐
ら
く
今
後
一
堂
に
展
示
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

責
重
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
ご
覧
下

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
２
～
３
頁
）

鳥居元忠画像（常楽寺蔵）

２～３
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　　６
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１６～２５

●特別展「鳥居元忠」

●14年度保育園入園児の受付

●ごみの出し方再チェック

●教育委員会だより

●平成13年度後期生涯学習関連施設講座案内
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家
康
に
天
下
を
取
ら
せ
た
男

　
こ
の
度
、
壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
壬
生
町
本
丸

に
鎮
座
す
る
精
忠
神
社
の
霊
神
・
鳥
居
元
忠
の
没
後
４
０
０

年
に
合
わ
せ
第
８
回
特
別
展
「
鳥
居
元
忠
」
を
開
催
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　
徳
川
家
康
に
忠
義
を
尽
く
し
た
鳥
居
元
忠
が
、
慶
長
５
年

（
１
６
０
０
）
関
ケ
原
前
哨
戦
の
伏
見
城
で
討
死
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
は
ま
さ
に
「
関
ケ
原
の

合
戦
」
の
年
で
も
あ
り
、
元
忠
の
戦
死
か
ら
ち
ょ
う
ど
４
０

０
年
後
の
今
年
は
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
。

　
鳥
居
元
忠
は
徳
川
家
康
に
仕
え
、
「
徳
川
1
6
将
」
の
一
人

と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
す
。
三
河
国
碧
海
郡
渡
村
に
生
ま

れ
、
幼
少
よ
り
家
康
に
近
侍
し
、
近
江
姉
川
の
戦
い
・
三
方

ケ
原
合
戦
・
長
篠
合
戦
と
戦
功
を
重
ね
、
本
能
寺
の
変
後
甲

斐
で
北
条
軍
を
破
り
甲
斐
郡
内
の
地
を
与
え
ら
れ
、
大
正
1
8

年
（
１
５
９
０
）
関
東
転
封
の
際
に
は
下
紀
国
矢
作
で
４
万へ ' ‾ 心

　　　　　こて　そでつきさんぽんづつこて･●「元忠握手（袖付三本鮪握手）」

　桃山時代　壬生町・精出神社蔵

　伏見城での元出最期の折着用のもの。

･

･

　　もとただがぶと　てつさびじしいのみなりかぶと
▲「元忠兜（鉄請地椎実形兜）」

　桃山時代　壬生町・精忠神社蔵

　伏見城での元忠最期の折着用のもの。

●会　期：９月８日（土）～10月14日（日）

●時　間：午前９時～午後５時（入館は４時30分まで）

●観覧料:200円（中学生以下無料）

●休館日：月曜日（ただし９月24日・10月８日は開館）。

　　　　　火曜日午前

　　　さいかぱち　てつさびじぎんぞうかんろくまいはﾘ

▲「雑賀鉢（鉄鍋地銀象嵌六枚張

　　　雑賀鉢兜）」

江戸時代　和歌山市立博物館蔵

雑賀衆が鉄砲とともに製作した兜。

２



一

石
を
領
し
ま
し
た
。
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）
関
ケ
原
合
戦
を

前
に
家
康
が
会
津
征
伐
で
東
下
す
る
際
に
石
田
三
成
の
挙
兵
に

備
え
て
伏
見
城
を
守
り
、
壮
絶
な
最
期
を
遂
げ
ま
し
た
。
家
康

の
天
下
統
一
は
鳥
居
冗
忠
の
功
績
を
抜
き
に
は
実
現
し
な
か
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
鳥
居
氏
は
江
戸
時

代
に
譜
代
大
名
名
家
と
し
て
陸
夷
国
磐
城
平
、
出
羽
国
山
形
、

信
濃
国
高
遠
、
能
登
国
下
村
、
近
江
国
水
口
、
下
野
国
壬
生
の

藩
主
を
努
め
ま
す
が
、
元
忠
は
そ
の
大
名
鳥
居
家
の
家
祖
と
し

て
崇
拝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
展
示
さ
れ
る
資
料
は
元
忠
没
後
４
０
０
年
を
機
に
、
家

康
と
元
忠
の
関
係
が
分
か
る
貴
重
な
資
料
で
、
恐
ら
く
今
後
一

堂
に
展
示
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

是
非
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
主
な
展
示
品
》

一
一

一

一

一

一
四五

　｜．

／Ｘ七八九十

あ
ね
が
わ
か
っ
せ
ん
ず
び
ょ
う
ぶ

姉
川
合
戦
図
屏
風

（
福
井
県
立
博
物
館
蔵
）

長
篠
合
戦
図
屏
風
（
名
古
屋
市
博
物
館
・
大
阪
城
天
守
閣
蔵
）

こ
ま
き
な
が
く
て
か
っ
せ
ん
ず
び
ょ
う
ぶ

小
牧
長
久
手
合
戦
図
屏
風
（
岡
崎
市
美
術
博
物
館
蔵
）

せ
き
が
は
ら
か
っ
せ
ん
ず
び
ょ
う
ぶ

関
ケ
原
合
戦
図
屏
風
（
閣
ケ
原
町
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
し
に
だ
い
ご
ん
げ
ん
え
ん
ぎ
え
ま
き

重
要
文
化
財
　
東
照
大
権
現
縁
起
絵
巻
（
日
光
東
照
宮
蔵
）

徳
川
家
康
画
像
（
日
光
東
照
宮
蔵
）

と
よ
と
み
ひ
で
よ
し
が
ぞ
う

豊
臣
秀
吉
画
像

い
し
だ
み
つ
な
り
が
ぞ
う

石
田
三
成
画
像

と
く
が
わ
じ
ゅ
ぅ
ろ
く
し
ょ
ぅ
ず

徳
川
十
六
将
図

と
く
が
わ
に
じ
ゅ
ぅ
し
ょ
ぅ
ず

徳
川
二
十
将
図

（
大
阪
城
天
守
閣
蔵
）

（
龍
潭
寺
蔵
）

（
大
樹
寺
・
紀
州
東
照
宮
蔵
）

（
日
光
東
照
宮
・
栃
木
県
立
博
物
館
蔵
）
　
他

　廿きかはらかっせんずえまき　｢関ケ原合戦図絵巻｣

江戸時代　大阪城天守閣蔵

元忠と炎上する伏見城を描写。

▼
　　　　とよとみしかんじょう

▲「豊臣氏感状」

慶長５年（1600）日光市・円光寺蔵

元忠を討ち取った雑賀孫市に対する感状。

万
考

こぷま
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■記念講演会「鳥居元忠と譜代大名鳥居家」

●日時：９月30日（日）午後１時30分

●講師：愛知教育大学名誉教授　新行紀一氏

●定員：１ ００名（聴講無料）

溺=会場：壬生中央公民館研修室

■ワークショップ「紙のヨロイを作ろう」

●日時：９月16日（日）午前９時30分

●対象：親子20組（先着順）

●費用：８００円（保険料・材料費）

■問合わせ＆申込み：歴史民俗資料館　昔８２-８ ５４４

３



怖
匍
前
沢
朧
覆
９

い
な
ば
保
育
園
で
の
土
鈴
づ
く
り
体
験
（
昨
年
1
0
月
）

皆
勿
Ｗ
９
聊
ず

保
育
園
と
は
…

　
保
護
者
が
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病

気
療
養
中
の
た
め
に
十
分
な
保
育
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
、
お
子
さ

ん
を
保
護
者
に
か
わ
っ
て
保
育
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
に
入
園
で
き
る

子
ど
も
は
・
：

　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
護
者
の
方

が
次
の
各
号
に
該
当
し
て
お
り
、
同
居

の
家
族
の
方
も
お
子
さ
ん
の
保
育
が
で

き
な
い
場
合
で
す
。
「
集
団
生
活
に
慣

れ
さ
せ
た
い
か
ら
」
、
「
長
時
間
預
か
っ

て
も
ら
え
る
か
ら
」
、
あ
る
い
は
「
経

済
的
な
理
由
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
、
入
園
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
と
き

②
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
も
っ

　
て
い
る
と
き

③
病
気
や
ケ
ガ
ま
た
は
心
身
に
障
害
が

　
あ
る
と
き

④
病
人
や
心
身
障
害
者
の
世
話
を
し
て

　
い
る
と
き

⑤
そ
の
他
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い

　
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き

申
込
期
間
等

９
月
３
日
（
月
）
～
1
0
月
１
日
（
月
）

肯
保
育
見
学
会

　
中
込
期
間
中
、
保
育
園
で
の
児
童
の

様
子
や
過
ご
し
方
な
ど
、
自
由
に
参
観

で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
保
育
園
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
入
園
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
、
町
民
生
部
福
祉
課
並
び
に
各
保

育
園
に
あ
り
ま
す
。

入
園
選
考

入
回
基
準
に
従
っ
て
、
保
育
の
必
要

-

-

性
の
高
い
順
に
入
園
決
定
を
し
ま
す
。

　
（
申
込
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

入
園
決
定

　
申
込
書
に
基
づ
き
調
査
の
う
え
、
来

年
１
月
頃
保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。

保
育
時
間

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
ま
で

特
別
保
育

　
延
長
保
育

（
朝
）
午
前
７
時
～
午
前
８
時
3
0
分

４

受　平成14年度の保育園の入園児の受付を行いますので、入園を希望され

る方は、次により申込みの手続きをしてください。



　
（
夕
）
午
後
５
時
～
午
後
７
時
（
と
お

り
ま
ち
保
育
園
・
や
す
づ
か
保
育
園
・

壬
生
寺
保
育
園
・
あ
り
ん
こ
保
育
園
で

実
施
）

　
保
育
の
条
件
は
、
状
況
を
調
査
し
、

必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
、
実
施
の

決
定
を
し
ま
す
。

　
保
育
料
は
、
保
育
料
に
延
長
保
育
料

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
障
害
児
保
育

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
で
、

集
団
保
育
が
可
能
な
場
合
に
お
預
か
り

し
ま
す
。

保育園の所在地

保育園名 所　在　地 電話番号

①とおりまち保育園 通町16－ 9　　　　82－0330

②やすづか保育園

③いなば保育園

安塚1179－ 1　　　86－0132

上稲葉935－ 2　　　82－1059

④しもだい保育園 駅東町6 －23　　　82－4815

⑤すけがい保育園 助谷1165－ 3　　　86－0237

⑥壬生寺保育園 大師町11－16 82－0811

⑦ありんこ保育園 壬生丁75－H 82－3137

-

づ
乳
児
保
育

　
産
休
（
育
休
）
明
け
か
ら
お
預
か
り

し
ま
す
。

　
マ
。
地
域
活
動

　
お
年
寄
り
の
方
々
と
の
世
代
間
ふ
れ

あ
い
活
動
や
、
郷
土
の
文
化
等
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
る
伝
承
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

①とおりまち保育園②やすづか保育園

作
東
武
鉄
道
宇
都
宮
線
　
壬
生
駅
　

匹

　

四回

づー

ｉ

地
ｉ

墨

？

栗

綾

至栃木

保
　
　
育
　
料

　
お
子
さ
ん
一
人
あ
た
り
の
保
育
に
か

か
る
経
費
は
、
国
・
県
・
町
の
負
担
と

一
部
は
保
護
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

育
料
と
て
賄
っ
て
い
ま
す
。
町
の
保
育

料
は
原
則
と
し
て
、
入
園
児
童
の
父
母

の
税
額
（
前
年
分
の
所
得
課
税
額
及
び

前
年
度
分
の
市
町
村
民
税
額
）
に
応
じ

て
、
階
層
区
分
が
決
ま
り
ま
す
。

③いなば保育園④しもだい保育園

呈

線

　　　県遠国谷・家中停車場線

コ

コ

東
武
鉄
道
宇
都
宮
線

至小山

給

食

　
３
歳
未
満
児

　
昼
食
は
完
全
給
食
で
す
。
お
や
つ
は
、

1
0
持
と
３
時
の
２
回
で
す
。

　
３
歳
以
上
児

　
昼
食
は
、
副
食
の
み
が
で
ま
す
の
で
、

主
食
は
持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

や
つ
は
、
３
時
の
１
回
で
す
。

⑤すけがい保育園⑥壬生寺保育園

至栃木

安
　
全
　
　
会

　
保
育
時
間
中
に
園
内
で
ケ
ガ
を
し
て

病
院
に
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
保
険
の

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
1
－
１
８
３
１

⑦ありんこ保育園

東
武
鉄
道
宇
都
宮
線

一
－
―
‐
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
―
－
－
－
－
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
Ｉ
Ｉ
自
Ｉ
Ｉ
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
―
自
１
１
自
－
―
－
‐

一
　
壬
生
町
に
は
、
次
の
よ
う
な
児
童

‐‐ ‐
‐

福
祉
施
設
も
あ
り
、
お
子
様
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。
保
育
料
等

詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
ん
ぼ
共
同
保
育
園

　
　
　
　
　
　
音
8
2
‐
C
Y
M
X
I

H
H

メ
リ
圭
フ
ン
ド
保
育
園

　
　
　
　
　
　
音
8
2
－
ｒ
Ｄ
（
リ
？
７
圭

森
の
子
保
育
園

　
　
　
　
　
　
音
8
6
－
２
７
８
０

５
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ごみの出し方再チェック！
捨てるごみでも、生かせば資源に

ごみを出すときは、次のことを守りましょう

透
明
か
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て

下
さ
い
。

楷
布
類
は
、
紐
で
き
ち
ん
と
縛
る
か

｀ビニール等から出して区別しましよう

難
に
な
り
ま
す
。

区別 しましょう

爆
発
防
止
の
た
め
穴
を
あ
け
ガ
ス
を
抜

い
て
か
ら
出
し
て
下
さ
い
。

ガ
ラ
ス
・
び
ん
類

袋を別にして出しましよう

　
古
紙
類
に
ビ
ニ
ー
ル
や
、
金
属
が
混

じ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
良
く
確
認
し
て

出
し
て
下
さ
い
。

⑩
新
聞
、
雑
誌
類
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ボ
ー

ル
紙
の
容
器
類
（
化
粧
箱
等
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
丈
夫
な
紐
で
十
文
字
に
き
つ
く

縛
っ
て
出
し
て
下
さ
い
。

二
ｌ
ｌ
］

な　ご　人つべ軒
い中み注れぶルベ
物身へ｀゛てしをッ
はが出キ出てはト
＼入しャしかずボ　　　貫回

資ってッてらしト　　　胆頂
源て下プ下透　リレ　　　　9娠ご
といさとさ明軽は　　　　鯛　●

したいラいか＜　｀　　　　/＞　。。

ﾄﾞヽﾂﾄﾞjﾊﾞﾌﾟ　　　dヽ数回プ

利洗　は　明いッ　　　　ぉ亘聡回　　｀゛
用っ　も　　のしプ　　　　　　頭
がで　え　袋てと
困い　　る　　に　｀ララベル・キャップをはずし、つぶしましょう

も
え
な
い
ご
み

⑩
乾
電
池
は
、
袋
を
別
に
し
て
出
し
て

下
さ
い
。

出
し
て
下
さ
い
。

出すス下透
しるチさ明

て｀’ツいか
下はク　゜半
さ良の食透
いくパ品明
　゜洗ツ容の
大いク器袋
き乾や　｀に
い燥トト入

物さレレれ
はせ｜　｜て
縛てとー出
っか区プし
てら別ラて

し
て
下
さ
い
。

⑩　は下

袋　　　｀さ
に　必い

人　　ず　・

ら　中－

な　身中

い　を身

物　出が

は　　し入

　｀　　て　っ

そ　　くて

の　だい

ま　　さる

ま　いも

出　｀゛の

６

參
紙
パ
ッ
ク
は
、
開
い
て
よ
く
洗
い
乾

燥
さ
せ
、
縛
っ
て
出
し
て
下
さ
い
。

言
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
（
食
品
容
器
、
ト

レ
ー
、
魚
箱
、
家
電
包
装
材
等
）
は
、

⑤
食
品
缶
等
は
中
を
軽
く
水
洗
い
し
て

透
明
か
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て

　
汚
れ
た
り
、
濡
れ
た
り
し
た
も
の
は

「
資
源
」
と
し
て
の
利
用
が
困
難
に
な

り
ま
す
の
で
、
雨
の
口
な
ど
は
袋
に
入

れ
て
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
次
の
収
東

口
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

トし は洗って乾燥させ、

⑥
缶
類
、
蛍
光
灯
、
電
球
等
は
、
丈
夫

な
透
明
か
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し

て
下
さ
い
。

問
合
せ
先

　
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
昔
8
2
１
３
４
２
４

　
ガ
ス
が
抜
け
て
い
な
い
と
重
大
な
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
必
ず
穴
を
あ
け

て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

⑩
び
ん
類
は
、
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
、

中
身
を
軽
く
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
丈
夫

な
ケ
ー
ス
又
は
丈
夫
な
袋
に
入
れ
て
出

し
て
下
さ
い
。
（
中
身
が
入
っ
て
い
る

も
の
は
、
必
ず
中
身
を
出
し
て
く
だ
さ

い
）
。

収集袋は必ず透明又は半透明の袋を使用してください



優
勝
の
報
告
に
み
え
た
安
塚
小
児
童

心

合
図
を
出
し
て
左
折

定められた

　　道路交通法で!!

壬生町安全運転競技大会

　
町
交
通
安
全
協
会
（
坂
田
佐
一
郎
会

長
）
　
と
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ

実
見
イ
ハ
会
長
）
、
栃
木
地
区
シ
ル
バ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
壬
生
支
部
（
高
間

信
義
会
長
）
主
催
の
第
2
0
回
安
全
運
転

競
技
大
会
が
７
月
1
0
日
、
壬
生
自
動
車

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
交
通
事
故
防
止
を
図
る

た
め
、
道
路
交
通
法
に
定
め
ら
れ
た
通

行
を
い
か
に
で
き
る
か
を
競
い
ま
す
。

1
6
入
が
参
加
し
た
競
技
で
は
、
一
般
の

部
、
シ
ル
バ
ー
の
部
に
分
か
れ
、
発
進

か
ら
、
右
・
左
折
、
ク
ラ
ン
ク
、
踏
切
、

車
庫
入
れ
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
淫
は
初
心
に
返
っ
て
、
検
定
員
の

一成
般
の績
部

心

　
壬
生
町
か
ら
は
、
安
塚
小
学
校
と
壬

生
北
小
学
校
が
２
チ
ー
ム
づ
つ
参
加
し
、

安
塚
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム

山
際
智
也
・
塩
渾
美
幸
・

優回太

心

が
団
休
戦
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま

た
、
個
人
で
は
安
塚
小
の
手
島
美
優
さ

ん
が
第
４
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
地
区
優
勝
の
安
塚
小
学
校
Ａ

チ
ー
ム
は
、
７
月
５
日
に
鹿
沼
市
で
開

催
さ
れ
た
県
大
会
に
出
場
し
、
出
場
2
4

チ
ー
ム
中
第
７
位
、
個
人
で
は
山
際
智

也
さ
ん
が
敢
闘
賞
と
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
運
転
大
会
入
貧
者
の
皆
さ
ん

防災週間

８月30日

　　～９月５日

内閣府

　
日
本
は
、
地
震
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
、

自
然
災
害
が
発
生
し
や
す
い
国
土
で
す
。

災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
に
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
災
害
に
対
す
る
知
識
を
深

め
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
年
で
2
0
年
を
迎
え
る
「
防
災
週
間
」

に
お
い
て
は
、
国
の
機
関
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
に
お
い
て
、
防
災
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
、
知
識
の
普
及
を
目
指
し

た
講
演
会
、
展
示
会
、
防
災
訓
練
な
ど

各
種
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

７

体
の
部
で
安
塚
小
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

（
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
栃
木
地
区
大
会

　
６
月
2
0
日
、
第
3
0
回
交
通
安
全
こ
ど

も
自
転
車
栃
木
地
区
大
会
が
大
平
町
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
地
区
の
１
市
４
町
か
ら
代
表
1
0

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
安
全
走
行
や
運
転

技
術
を
競
う
実
技
テ
ス
ト
と
、
道
路
標

識
や
交
通
規
則
の
知
識
を
試
験
す
る
学

科
テ
ス
ト
の
合
計
点
数
に
よ
っ
て
順
位

が
争
わ
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
審
査
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

優
　
勝
大
場
ふ
さ
子
（
稲
葉
下
馬
木
）

準
優
勝
星
野
　
陽
子
（
上
表
町
）

３
　
位
福
田
　
春
美
（
安
塚
言

　
　
　
ち
Ｊ
う
　
へ
き
　
き
ょ
う

４
　
位
帳
　
碧
　
嬌
（
安
塚
南
部
）

シ
ル
バ
ー
の
部

優
　
勝
永
井
　
弘
三
（
あ
け
ぼ
の
）

準
優
勝
梁
島
ケ
イ
子
（
稲
葉
下
馬
木
）

　
な
お
、
成
績
上
位
者
は
８
月
2
7
目
に

栃
木
地
区
（
県
南
自
動
車
学
校
）
で
行

わ
れ
る
大
会
に
出
場
し
ま
す
。



教育委員会だより

‐
一
一
ご
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
宍

学
校
教
育
課

梅
雨
が
ア
ッ
と
い
う
間
に

一
過
ぎ
、
猛
暑
が
続
き
ま
す
が
、

一
壬
生
町
管
内
各
小
中
学
校
で

’
は
、
無
事
に
第
一
学
期
が
終

‐
‐
‐
‐
‐
了
し
、
子
ど
も
た
ち
は
夏
休

一
み
を
満
喫
し
て
い
る
こ
と
で

い
を
強
く
感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
出
し
て
、
各
学
校
と
共
通
理
解
を
図
り

　
去
る
六
月
に
発
生
し
た
、
大
阪
教
育
　
　
ま
し
た
。

大
学
教
育
学
部
附
属
池
田
小
学
校
事
件
　
　
　
そ
の
う
ち
か
ら
、
特
に
み
な
さ
ん
に

し
よ
う
。

　
学
校
は
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
地
域

に
と
っ
て
も
大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
お

預
か
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
期
の

終
わ
り
に
、
子
ど
も
た
ち
が
大
過
な
く

学
校
生
活
を
過
ご
せ
た
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が
、
学
校
関
係
者
に
と
っ
て
、

大
き
な
喜
び
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
、
今
学
期
は
「
子
ど
も

た
ち
が
無
事
で
よ
か
っ
た
」
と
い
う
思

た匈
め瓊:

埋

i

!|ﾐ

迪

･6淘

‥---………-----………--------

は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
の
事
件
は
、
従
来
の
「
学
校
安

全
神
話
」
を
覆
し
、
本
町
各
小
中
学
校

関
係
者
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。

　
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
「
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
」
に
は
、
今
ま
で
も
努
力
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
事
件
を
機
に

さ
ら
に
従
来
の
対
応
策
を
再
点
検
す
る

と
と
も
に
、
特
に
、
来
浩
貴
へ
の
具
体

的
な
方
法
等
を
、
壬
生
町
教
育
委
員
会

と
管
内
各
小
・
中
学
校
が
協
力
し
な
が

ら
検
討
し
、
基
本
方
針
８
項
目
を
打
ち

協
力
を
お
願
い
し
た
い
項
目
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
緊
急
時
の
学
校
・
警
察
直
結

の
「
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
」
整
備
に
つ

い
て
、
現
在
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

③
　
来
前
者
の
出
入
口
や
受
付
を
限
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
の
案
内
を
校
舎

　
内
外
の
適
切
な
場
所
に
掲
示
し
、
来
訪
者
を
確
認
し
や
す
く
す
る
と
と
も
に
、

　
外
部
か
ら
出
入
り
可
能
な
箇
所
を
点
検
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
施
錠
す
る
な
ど
の

　
措
置
を
講
じ
る
。

⑥
　
保
護
者
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
、
学
校
内
外
及
び
登
下
校
時
の

　
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
へ
の
協
力
や
不
審
者
の
情
報
提
供
を
依
頼
す
る
。

⑦
　
通
学
区
域
内
の
警
察
、
自
治
会
長
、
保
護
司
、
民
生
委
員
等
、
関
係
諸
機
関

　
と
の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
へ
の
協
力
を
、
再
度
依
頼
す
る
。

-

藤
井
小
通
学
区
域
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
町
教
育
委
員
会
は
、
良
好
な
教
育
環

境
を
維
持
し
教
育
効
果
を
よ
り
向
上
さ

せ
る
た
め
平
成
十
四
年
度
以
降
に
入
学

す
る
一
部
区
域
の
児
童
を
、
届
出
（
希

望
）
す
る
こ
と
に
よ
り
藤
井
小
学
校
に

通
学
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
対
象
自
治
会

　
下
表
町
、
中
表
町
、
東
下
台
、
旭
町
、

　
星
の
宮
、
下
台
団
地
、
駅
東
、

　
県
営
壬
生
住
宅

○
対
象
と
な
る
児
童

　
平
成
十
四
年
度
以
降
の
入
学
児
童
の

　
内
の
希
望
者

○
入
学
手
続
き

　
藤
井
小
学
校
就
学
届
出
書
を
提
出

○
問
い
合
わ
せ
先

　
壬
生
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
学
校
教
育
係
（
�
ハ
ー
大
八
七
〇
）

｀ ･ Ｗ ／

壬生高生とのふれあい給食（藤井小）

第２学期学校関係主な行事予定

９月

始業式【１日】

町学校音楽祭【７日】

運動会【８日天中、16日稲小・羽小、22目安小、29日壬小・藤小・東小・睦小・北小】

10月

一就学時検診【１日羽小、２日東小、３日睦小、４目安小・５日壬小、９日稲小、10日藤小、11日北小】

容第１土曜振替休日【６日　※第２土曜と振替】

≒学校泉【20日犬申：輝光泉、24目安小：安小泉、27日壬申：飛翔泉】

11月

’学習発表会【２日稲小、８日壬小：２・４・６年、13日壬小：１・３・５年、17目北小】

　学校祭【10日東小：ＰＴＡわくわく祭り、15目羽小：羽小祭、17日東小：東小祭・睦小：睦まつり、

　　　　　18日藤小：ふくべの里祭り】

｀I’教育文化祭・教育講演会【21日】

12月 終業式【25日】

８



一 ･

　
　
▽
今
ヽ
青
少
年
を
地
一

Å
ノ
域
み
ん
な
で
育
む

Ｉ

　
　
一
　

こ
と
が
求
め
ら
れ

　
　
1
1
1
1
　
て
い
ま
す
。
　
　
　

」

　
　
ド
’
―
゛
”
”
”
　
　
Ｉ
Ｉ
；
｀
”
―
’
｜
”
Ｉ
Ｅ
’
ｌ
ｌ
｀
”

　　施設利用のご案内

壬生町総合運動場石碑－ツ振興課》
- 一 一 一 一 一 一 一 一

　
壬
生
町
に
は
三
ヵ
所
の
運
動

場
が
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
幅
広
く

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
左
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
あ

る
壬
生
町
総
合
運
動
場
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
は
、
ほ
か

に
北
部
及
び
南
部
運
動
場
の
管

理
・
貸
出
も
行
っ
て
い
ま
す
。

飢
宍
佳

　１　　１　　１

運動広場(北)(1面300円)

※夜間照明全灯3,250円

(30分当り)3/5灯2,200円

　　　　2/5灯1,650円
み

印
Λ
】

？
ハ
】

万

万
「
皿
」

心

　
　
（
使
用
手
続
）

　
施
設
の
使
用
手
続
は
体
育
館
事
務
室

で
受
け
付
け
ま
す
。
前
月
2
0
日
（
月
曜

の
場
合
、
翌
日
）
か
ら
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
窓
口
に
て
申
請
書
を
記
入
し
、

使
用
料
と
と
も
に
提
出
し
ま
す
。

受
付
：
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

謳
卓球室

1150円）

体育コート･2面

　(1面350円)

会議室

(200円)

-

･ﾚｰﾆﾝｸﾞjし-1

11人150円)

事務室

恨

=心

ず

ｦ1謂）

り

弓
道
場
ｙ

ｌ
人
一
万
一
円
）

　
電
話
で
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
当
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
申
請
を

す
れ
ば
、
午
後
９
時
ま
で
施
設
を
使
用

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
諜
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　讐t昌げ

c面　　　ﾂﾞ1

笥
聞合せ先：スポーツ振興課

　ＴＥＬ(８２)２３４５(月曜Eﾖ建

ﾃﾆｽｺｰﾄ･6面　　懲｣＼

(1面400円)

※夜間照明　　葦戸

jlL

k
(30分当り450円)－

※上記の金額で特記事項のないものは、１時間当りの使用料です。

　照明を使用した場合、料金は倍額になります。

９

生鮮習課

1.81･1873

-一一

　
大
阪
教
育
大
教
育
学
部
附
属
池
田
小

学
校
の
事
件
か
ら
児
童
生
徒
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
学
校
だ
け
で
な

く
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成
実
施

委
員
会
で
は
、
各
関
係
団
体
の
代
表
の

方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く

と
共
に
、
情
報
交
換
を
行
い
、
次
の
よ

う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
　
交
番
で
は
、
学
校
へ
の
立
ち
寄

一
　
り
、
登
下
校
時
の
通
学
路
の
巡
回

　
強
化
。

一
②
　
防
犯
連
絡
所
や
「
子
ど
も
一
一

　
〇
番
」
と
し
て
ご
協
力
し
て
い
た

　
だ
い
て
い
る
方
に
再
度
協
力
を
依

　
頼
す
る
。

③
　
町
民
の
皆
様
に
は
、
不
審
者
を

‐
‐
‐
　
見
か
け
た
ら
学
校
や
警
察
に
通
報

　
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
協
力
を
お

　
願
い
す
る
。

　
今
後
も
継
続
的
に
会
議
を
開
催
し
、

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の

た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
地
域
懇
談
会
の
開
催

　
週
５
目
制
が
実
施
さ
れ
る
次
年
度
に

向
け
、
さ
ら
に
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
し
、
青
少
年
を
地
域
み
ん
な
で
育

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
地
域
懇
談
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
開
催
し
て

い
た
だ
け
る
自
治
会
が
あ
り
ま
し
た
ら

生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

心
の
教
育
出
前
講
座

　
子
ど
も
の
心
の
問
題
に
つ
い
て
大
人

が
学
ん
だ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
体
験
活

動
・
交
流
活
動
を
提
供
し
た
り
す
る
な

ど
、
自
治
会
・
育
成
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
各

種
団
体
が
実
施
す
る
地
域
の
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

保育園での出前講座



た
だ
い
ま

研修報告をする高間会長

　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
高
間
信
義
会

長
）
の
設
立
は
昭
和
5
2
年
４
月
１
日
で

す
。
現
在
所
属
ク
ラ
ブ
数
は
6
7
ク
ラ
ブ

で
、
会
員
は
３
。
２
６
３
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
組
織
は
会
長
１
名
、
副
会
長

３
名
、
理
事
2
7
名
、
監
事
４
名
が
運
営

与

苛政長をj/z4:心

叛活動を活発化!!

壬生町老人クラブ

　　　　　差今冷

女
性
部
と
し
て
部

長
上
名
、
副
部
長
２
名
、
理
事
７
名
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
運
営
は
、
会
長
を
中
心
と
し

て
、
活
動
事
業
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会

に
よ
っ
て
検
討
を
行
い
、
役
員
会
、
単

位
ク
ラ
ブ
会
長
会
議
に
図
り
事
業
の
実

行
へ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
各
部
会
に
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
会
、

ス
ポ
ー
ツ
部
会
、
演
芸
部
会
が
あ
り
、

主
な
活
動
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
演
芸
大
会
・
作
品
展

示
会
、
友
愛
訪
問
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成一

活
動
推
進
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
１
２
年
度
の
女
性
部
事
業

と
し
て
、
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

「
心
の
出
前
教
室
」
に
お
世
話
に
な
り

講
師
に
と
ち
ぎ
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
所

長
大
坪
　
功
先
生
を
お
迎
え
し
、
「
人

に
好
か
れ
る
人
。
人
に
嫌
わ
れ
る
人
。

（
老
後
の
人
間
関
係
を
良
く
す
る
四
つ

の
鍵
）
」
と
題
し
た
講
義
を
、
南
犬
飼

地
区
１
回
、
稲
葉
地
区
１
回
、
壬
生
地

区
１
回
、
計
３
回
受
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
1
3
年
度
で
は
、
６
月
2
0
日
～
2
2

目
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
、
関
車
ブ

ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

に
高
間
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
７
月
1
7
目
に
栃
木
県
小
山
庁
舎
で
行

わ
れ
た
、
下
都
賀
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

に
お
い
て
上
筒
間
会
長
が
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
参
加
を
報
告
。
こ
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
に
は
下
都
賀
８
町
村
で
7
9

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

町の女性リーダーが多数参加しました

　　社会人(No｡23)

壬生寺保育園

十青木奈津江さん

　
壬
生
寺
は
慈
覚
大
師
誕
生
の
地
と
し

て
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
境
内
に
は
「
産

湯
の
井
戸
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

壬
生
寺
の
隣
に
壬
生
寺
保
育
園
が
あ
り

ま
す
。
地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
の
保
育
園
の
園
児
達
は
、
み
ん
な
元

気
で
明
る
く
、
夏
場
は
毎
日
水
遊
び
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
未
就
学
兄
の
一
般

保
育
の
他
に
延
長
保
育
や
土
曜
保
育
、

一
時
預
か
り
、
学
童
保
育
な
ど
を
職
員

3
7
名
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
３
年
目
に
な
る
青
木
奈
津
江

さ
ん
は
、
中
堅
の
保
育
土
と
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
大
好
き
で
、
ま

た
壬
生
寺
独
特
の
円
仁
太
鼓
に
興
味
が

あ
っ
た
の
で
こ
の
壬
生
寺
保
育
園
に
就

職
し
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
達
は
毎
日

成
長
し
、
そ
の
成
長
に
あ
わ
せ
て
保
育

を
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
か
ら
元
気

を
も
ら
う
時
も
あ
る
そ
う
で
す
。
毎
日

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
一
一
一
『
一
一
『
■
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
同
―

－
　

ノ
　

1 0

大好きな子供達にかこまれて

が
勉
強
で
、
先
輩
の
先
生
に
追
い
つ
け

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
趣
味
は
、
ウ
イ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

で
す
が
、
最
近
運
動
不
足
を
感
じ
て
い

る
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
も
定
期
的
に
や
り

た
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
好
き

で
明
る
く
優
し
い
方
が
理
想
の
タ
イ
プ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
広
報
壬
生
で
は
、
み
ん
な
の
広
場
に

登
場
し
て
く
だ
さ
る
、
企
業
等
の
職
員

（
年
齢
・
性
別
不
問
）
、
地
元
の
名
人

（
迷
人
・
有
名
人
）
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
取
材
は
町
職
員
が
先
方
に
伺
い
、
お

話
を
お
問
き
し
写
真
を
撮
影
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
原
稿
と
写
真
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
自
薦
で
も

他
薦
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
財
政
談
広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
8
1
－
１
８
１
２



とっておきの

-

　
ト
ー
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
は
、
ヨ
ー
ー
ロ
ッ
パ

の
伝
統
的
な
絵
付
け
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ

て
盛
ん
に
な
っ
た
、
木
製
の
小
物
、
家

具
や
生
活
用
品
な
ど
に
特
殊
な
絵
の
具

で
絵
を
描
く
手
工
芸
で
す
。

　
菊
池
さ
ん
は
、
８
年
前
に
幼
稚
園
の

母
親
ク
ラ
ブ
で
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を
始

め
、
今
で
は
自
宅
で
主
婦
2
0
名
に
教
え

る
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
間
ト
ー
ル
ベ
イ
ン
ト
専
門
誌

ベ
イ
ン
ト
ク
ラ
フ
ト
」
に
応
募
し
、

今
年
「
第
３
回
ペ
イ
ン
ト
ク
ラ
フ
ト
賞
」

で
最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
作
品
は
友
人
夫
婦
の
幸
せ

を
表
現
し
た
も
の
で
、
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー

ト
・
音
に
合
わ
せ
て
揺
れ
る
コ
ス
モ
ス

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

グ
ラ
ン
プ
リ
の
副
賞
と
し
て
ア
メ
リ
力

受賞のきっかけとなった動物病院の看板前で

で
開
催
さ
れ
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
参

加
、
世
界
的
に
有
名
な
先
生
方
の
セ
ミ

ナ
ー
を
受
け
、
技
術
的
な
事
を
学
ん
で

来
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
は
、
町
内
の
奈
良
部
動
物

病
院
に
一
畳
分
の
看
板
を
作
っ
た
こ
と

が
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
作
品
を
見
て
く
れ
た
人
が
幸
せ
に
な
っ

て
く
れ
る
よ
う
な
物
を
作
り
た
い
そ
う

で
す
が
、
図
案
を
考
え
、
イ
メ
ー
ジ
に

合
っ
た
色
を
作
り
出
す
の
が
一
苦
労
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
ト
ー
ル
ベ
イ
ン
ト
の
専
門
誌
で
は
、

1
0
月
号
か
ら
菊
池
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
図
案
と
、
描
き
方
の
手
順
が
掲
載
さ

れ
る
予
定
で
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

作品を見た人が

にうよ
　
コ

町ｎ
Ｊ

なにせ幸

東下台　菊池英子さん

〃 ＝ 〃 ＝ ♂ = － ㎜ 　 ㎜ ♂
％ 　 　 －

一

　
「
ヒ
ャ
ク
ジ
ツ
コ
ウ
っ
て
ど
ん
な

花
？
」
と
首
を
か
し
げ
る
方
も
、

「
サ
ル
ス
ベ
リ
」
の
こ
と
と
聞
け
ば

納
得
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
原
産
地
は
中
国
南
部
で
、
「
百
日

も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
紅
紫

や
白
も
あ
り
ま
す
。

　
散
れ
ば
咲
き
　
散
れ
ば
咲
き

　
し
て
　
百
日
紅
（
千
代
女
）

　
散
っ
て
も
散
っ
て
も
ま
た
次
々
と

花
が
咲
き
競
う
様
子
を
詠
ん
だ
こ
の

句
は
、
背
景
の
夏
空
と
紅
色
の
花
の

群
生
と
い
う
色
彩
的
な
美
し
さ
を
も

感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
百
日
紅
は
、
つ
る
つ
る
し
た
木
肌

紅
」
は
中
国
名
。
そ
れ
に
「
サ
ル
ス
　
　
を
こ
す
る
と
枝
葉
が
一
緒
に
動
く
こ

ベ
リ
」
と
い
う
和
名
を
当
て
た

の
は
、
木
肌
が
つ
る
つ
る
と
な

め
ら
か
で
、
木
登
り
が
大
得
意

の
サ
ル
で
さ
え
滑
り
落
ち
る
か

ら
だ
と
か
。
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン

ス
あ
ふ
れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と

思
い
ま
せ
ん
か
。

　
日
本
に
渡
来
し
た
時
期
は
定

と
か
ら
「
伯
岸
樹
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
中
国
の
古

人
た
ち
の
目
に
は
、
木
が
く

す
ぐ
っ
た
そ
う
に
し
て
い
る

と
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
日

本
で
も
「
く
す
ぐ
り
の
木
」

と
い
う
別
名
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
木
材
は
粘
り
強
く
、

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遅
く
と
も
　
　
工
作
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
ス
テ
ッ

江
戸
時
代
初
期
に
は
寺
院
の
庭
な
ど
　
　
キ
や
ろ
く
ろ
細
工
な
ど
に
用
い
ら
れ

に
植
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
と
言
わ
　
　
ま
す
。

れ
ま
す
。

　
高
さ
２
～
１
０
メ
ー
ト
ル
の
落
葉
濯

木
で
、
春
の
芽
吹
き
は
他
の
木
々
に

比
べ
る
と
遅
い
の
で
す
が
、
花
の
季

節
は
７
月
か
ら
９
月
ま
で
と
長
く
、

「
百
日
紅
」
の
名
の
由
来
も
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。

　
花
の
色
は
名
前
の
と
お
り
紅
色
の

11
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自
治
会
功
労
者

５
名
の
方
へ
感
謝
状
を
贈
る

去
る
、
５
月
1
6
口
壬
生
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
た
平
成
1
3
年
度
壬
生
町
自
治

会
連
合
会
（
石
川
昭
三
会
長
）
定
期
総

会
の
席
上
、
1
2
年
度
で
自
治
会
長
を
辞

し
た
５
名
の
方
へ
、
壬
生
町
長
並
び
に

壬
生
町
自
治
会
連
合
会
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
３
年
以
上
の
長
き
に
わ
た

り
自
治
会
長
を
務
め
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
、
ま

の

た
自
治
会
発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
を
讃
え
た
も
の
で
す
。

田中　栄一さん戸崎　豊治さん

　
「
受
賞
者
」
　
（
敬
称
略
）

前
上
通
町
自
治
会
長
　
　
田
中

栄

一

前
厄
　
町
自
治
会
長
　
　
戸
埼
　
豊
治

前
六
美
町
北
部
自
治
会
長
　
永
島
　
栄
一

前
上
表
町
自
治
会
長
　
　
大
島
　
官
治

前
あ
け
ぼ
の
自
治
会
長
　
日
向
野
　
仁

永島　栄一さん大島　官治さん日向野　仁さん

-

北小林・上田工区等の

　整備促進を要望

　
県
議
会
土
木
委
員
会
と
県
関
係
者
が

６
月
2
8
日
来
町
し
、
上
田
地
区
の
農
協

集
荷
場
で
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
、
清
水
町
長
を
は
じ
め
町

執
行
部
、
石
村
育
夫
町
議
会
則
議
長
、

田
中
一
男
建
設
水
道
常
任
委
員
長
が
出

席
、
清
水
町
長
が
要
望
事
項
を
説
明
し
、

一
般
県
道
上
田
・
壬
生
線
の
北
小
林
・

上
田
工
区
等
（
延
長
Ｉ
。
９
２
０
ｍ
）

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

町
内
２
中
学
校
で
人
権
講
話

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
開
く

壬生中生の前で大森委員が講話

現地調査会場で説明する町長
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人
権
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
町
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
（
中
嶋
文
一
郎
会
長
）
で
は
、
６
月
1
8
日
と

７
月
５
日
の
二
日
間
、
壬
生
中
と
南
犬
飼
中
で
人
権
講
話
を

行
い
ま
し
た
。

　
画
技
と
も
３
年
生
を
対
象
に
、
壬
生
中
で
は
大
森
吉
委
員

が
、
南
犬
飼
中
で
は
高
橋
弘
行
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し

ま
し
た
。

　
壬
生
中
で
は
、
大
森
委
員
か
ら
「
人
権
を
尊
重
す
る
に
は
、

他
人
を
思
い
や
る
心
の
大
切
さ
、
心
の
痛
み
の
分
か
る
人
に

な
る
こ
と
」
、
「
い
じ
め
は
犯
罪
、
み
ん
な
の
力
で
、
い
じ
め

を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い
、
そ
う
い
う
気
持
ち

を
も
り
あ
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
お
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、

「
い
じ
め
Ｉ
そ
の
実
態
と
克
服
の
道
を
探
る
」
と
題
す
る
映

画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。



まちのわだい地域の話題などをお寄せください

鈴木長さん100歳に

　特別敬老金贈る

　
本
丸
２
丁
目
（
下
横
町
）
の
鈴
木
長

さ
ん
は
、
７
月
１
５
日
め
で
た
く
1
0
0
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
、
町
で
は
７
月
1
6
日
長

さ
ん
宅
を
訪
れ
、
特
別
敬
老
会
の
1
0
0
万

円
と
花
束
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。

　
長
さ
ん
は
、
明
治
3
4
年
の
生
ま
れ
で
、

耳
が
遠
い
そ
う
で
す
が
、
食
べ
物
は
好

き
嫌
い
が
な
く
、
病
気
等
も
せ
ず
に
、

今
で
も
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
し

て
い
ま
す
。
楽
し
み
は
、
テ
レ
ビ
を
見

る
こ
と
で
、
特
に
相
撲
や
時
代
劇
が
好

き
だ
そ
う
で
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
平
成
６
年
４
月
か
ら

上
稲
葉
の
坂
田
さ
ん

県
交
通
指
導
員
連
合
会
長
か
ら
表
彰
状

坂田　佐一郎さん

実
施
し
て
お
り
、
１
０
年
以
上
本
町
に
暮

ら
し
、
1
0
0
歳
を
迎
え
た
お
年
寄
り
に
特

別
敬
老
金
を
贈
っ
て
い
る
も
の
で
、
長

さ
ん
は
５
人
目
と
な
り
ま
す
。

右
か
ら
二
人
目
が
鈴
木
長
さ
ん

　
栃
木
県
交
通
指
導
員
連
合
会
の
平
成

1
3
年
度
定
期
総
会
が
、
７
月
２
日
宇
都

宮
市
の
ア
ピ
ア
で
開
か
れ
、
そ
の
席
上
、

上
稲
葉
の
坂
田
佐
一
郎
さ
ん
が
栃
木
県

交
通
指
導
員
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
坂
田
さ
ん
は
、
昭
和
4
5
年
４
月
か
ら

平
成
1
2
年
３
月
ま
で
の
3
0
年
に
わ
た
り

交
通
指
導
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
ま
た

同
会
の
常
任
理
事
を
務
め
る
な
ど
、
こ

の
た
び
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
じ
め
の
な
い
明
る
い
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

先
輩
・
後
輩
仲
良
し
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
夏
休
み
が
始
ま
っ
た
７
月
2
3
目
、
南

犬
飼
中
学
校
に
お
い
て
、
南
犬
飼
中
学

校
区
の
安
塚
小
、
睦
小
、
東
小
、
北
小

の
児
童
代
表
1
6
名
と
、
中
学
生
代
表
６

名
と
の
交
歓
会
「
先
輩
・
後
輩
仲
良
し

フ
ォ
圭
フ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
い
じ
め

問
題
や
明
る
い
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

の
自
由
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
３
回
目
に
な
る
こ
の
フ
ォ
ー

い
じ
め
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た

ラ
ム
で
は
、
い
じ
め
等
の
い
や
な
思
い

の
克
服
体
験
談
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た

が
、
い
や
が
ら
せ
や
無
視
、
悪
口
な
ど

い
じ
め
ら
れ
た
経
験
の
あ
る
子
ど
も
が

大
半
で
し
た
。
ま
た
先
生
に
は
相
談
し

な
い
子
ど
も
が
半
数
ほ
ど
い
て
、
理
由

と
し
て
は
、
先
生
が
「
ひ
い
き
」
や

「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
を
し
た
り
、
「
現
場

を
知
ら
な
い
の
で
取
り
合
っ
て
く
れ
な

い
」
や
、
「
そ
の
時
だ
け
解
決
し
て
も

逆
に
ま
た
い
じ
め
ら
れ
る
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
じ

め
を
な
く
す
る
提
案
で
は
、
「
友
達
の

好
き
嫌
い
を
な
く
し
ク
ラ
ス
全
員
で
解

決
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
こ
と
」
、

「
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
一
緒
に
行
い
、

相
談
に
の
れ
る
き
っ
か
け
を
作
る
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
先
生
か
ら
は
、
「
先
生
を

上
手
に
使
え
ば
解
決
で
き
る
こ
と
も
あ

る
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
相
談
ポ
ス
ト
の
設
置
や

「
こ
ん
な
良
い
こ
と
見
つ
け
た
カ
ー
ド
」

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
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結　果

第18回町民ゴルフ大会

(7/6.宮の森ｶﾝﾄﾘｰ倶楽部、

　　　　　　　　104名参加)

総合の部

佐藤さん

男子グロスの部

　　斉藤さん

女子グロスの部　女子の部

　　鈴木さん　　　天野さん

犬　　　　　　　　ｉ

総　合　の　部 ｸﾞﾛｽ ﾈｯﾄ

優　勝

準優勝

３　位

４　位

５　位

６　位

７　位

８　位

９　位

10　位

佐　藤　　　守

中　野　晴　宍

粟　原　　　節

宇賀神　　　壽

毛　塚　俊　照

斎　藤　裕　一

高　岩　基　治

清　水　英　世

山　田　　　誠

大　音　和　正

86

92

81

75

92

68

73

90

95

105

62.0

65.6

66.6

67.8

68.0

68.0

68.2

68.4

68.6

69.0

女　子　の　部 ｸﾞﾛｽ ﾈｯﾄ

優　勝

準優勝

３　位

４　位

５　位

天　野　優　子

小田垣　ヒデ子

古　内　良　子

浅　田　ヨネ子

鈴　木　啓　子

　87

105

108

92

80

72.6

73.8

74.4

75.2

75.2

男子グロスの部 スコア

優　勝

準優勝

３　位

４　位

５　位

斎　藤　裕　一

石　島　英　明

板　橋　康　雄

小田垣　忠　宏

高　岩　基　治

68

72

72

72

73

女子グロスの部 スコア

優勝 鈴　木　啓　子 80

吊

｡……j

ポ

｡
一

，

ツ

　　第15回町民柔道大会

(６ ／２４．町総合運動場武道館、27名参加)

各部門優勝者(右から)近江さん、

鈴木(諒)さん、鈴木(大)さん、村井さん

ゴ
ッ
チ
ー
ズ
が

　
　
　
初
出
場
で
初
優
勝

　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第
5
6
回
国
体

一
般
軟
式
野
球
競
技
県
予
選
の
一
般
Ｂ

で
ゴ
ッ
チ
ー
ズ
が
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

ゴ
ッ
チ
ー
ズ
は
壬
生
中
と
南
犬
飼
中
の

Ｏ
Ｂ
で
構
成
す
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
す
。

仕
事
の
都
合
な
ど
で
全
員
集
ま
っ
て
の

練
習
は
な
か
な
か
で
き
な
い
と
の
こ
と

で
す
が
、
野
球
へ
の
情
熱
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
見
事
に
活
か
し
て
数
々
の
大
会
で

活
躍
し
、
今
年
栃
木
県
野
球
連
盟
の
Ａ

級
格
付
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
ゴ
ッ
チ
し
ズ
は
宮
城
国
体
へ

の
出
場
を
目
指
し
、
８
月
2
5
・
2
6
日
に

群
馬
県
で
開
催
さ
れ
る
関
東
大
会
に
、

栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場
い
た
し
ま
す
。

成績

一般の部

　優　勝　近江史人

　準優勝　池田浩之

　３　位　林　明彦

中学生の部

　優　勝　鈴木諒太（壬生中１年）

　準優勝　鯉沼貴紀（壬生中１年）

小学生の部

　優　勝　鈴木太輝（稲葉小４年）

　準優勝　梁島エリカ（稲葉小５年）

　３　位　太田哲也（壬生小５年）

小学生低学年の部

　優　勝　村井裕二（壬生東小３年）

　準優勝　倉井桁磨（壬生小１年）

　３　位　長　拓哉（藤井小３年）

下都賀郡民体育祭

　18年振りの六万……

第
5
3
回
下
都
賀
郡

が
７
月
1
5
日
・
2
2
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
国
分
寺
町
運
動
公
園
他
の
各
会
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
の
ス
キ
ー
競
技
（
第
３
位
）
、

５
月
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
準
優
勝
）
　
・

議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
優
勝
）
に
続
き
、

各
競
技
と
も
壬
生
町
代
表
と
し
て
日
頃

　
　
　
　
　
準
優
勝
大
平
町

　
　
　
　
　
第
３
位
野
木
町

○
種
目
別
成
績

優
　
勝
　
議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
テ
ニ
ス

　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、
好
成
績
　
準
優
勝

が
続
出
し
ま
し
た
。
７
月
1
5
目
の
日
程

終
了
時
点
で
は
ト
ッ
プ
を
独
走
し
、
７

月
2
2
目
に
追
い
せ
ま
る
常
勝
大
平
町
に

同
点
に
持
ち
こ
ま
れ
た
も
の
の
、
優
勝

種
目
の
数
に
よ
り
、
見
事
1
8
年
振
り
の
　
第
３
位

総
合
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。
参
加
各

選
手
の
ご
健
闘
を
称
え
る
と
と
も
に
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
各
位
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
大
会
記
録

総
合
の
部
　
優
　
勝
壬
生
町
　
6
4
点

　
　
　
　
　
　
（
同
点
の
場
合
優
勝
種
目

　
　
　
　
　
　
の
多
い
方
が
上
位
）

18年振りの優勝旗をいただ＜

　　　　　　　　　　　　14

6
4
点

６
１
点

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）

銃
剣
道
（
オ
ー
プ
ン
競
技
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）

ク
レ
ー
射
撃

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
キ
ー

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

卓柔
球道

　
な
お
、
こ
の
大
会
結
果
に
基
づ
く
成

績
上
位
の
競
技
は
、
９
月
か
ら
開
催
さ

れ
る
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
栃
木
県
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
に
出
場
し
ま
す
。
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国
民
年
金
あ
れ
こ
れ

《金額》（死亡一時金）

-

保険料納付期間 金　額

３年以上15年未満 120,000円

15年以上20年未満 145,000円

20年以上25年未満 170,000円

25年以上30年未満 220,000円

30年以上35年未満 270,000円

35年以上 320,000円

※
付
加
保
険
料
を
３
年
以
上
納
付
し
て

い
る
場
合
は
、
８
。
５
０
０
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

①

”
１ １

Ｅ

栃
木
県
木
造
住
宅
建
設
促
進

　
　
特
別
融
資
制
度

　
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
受
け
て
、

栃
木
県
内
に
木
造
住
宅
を
建
設
又
は
新

築
購
入
を
さ
れ
る
方
は
、
特
別
低
利
な

融
資
（
当
初
５
年
間
、
住
宅
金
融
公
庫

よ
り
１
％
低
い
利
率
で
の
融
資
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
み
で
き
る
住
宅
の
基
準

○
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
受
け
て
新

　
築
さ
れ
る
木
造
住
宅

○
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

○
県
内
製
材
品
を
6
0
％
以
上
使
用
し
た

　
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
住
宅

融
資
条
件

○
融
資
限
度
額

　
床
面
積
が
1
2
5
ｍ
を
超
え
聯
ｍ
以
下
の

　
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
５
５
０
万

　
床
面
積
が
8
0
ｍ
を
超
え
円
ｍ
以
下
の

　
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万

〇
融
資
利
率

　
当
初
５
年
間
は
住
宅
金
融
公
庫
の
利

　
率
か
ら
１
％
減
じ
た
利
率

　
６
年
目
以
降
は
住
宅
金
融
公
庫
の
利

　
率

○
償
還
期
間

　
2
5
年
以
内

申
込
方
法
及
び
受
付
機
関

　
住
宅
金
融
公
庫
の
受
付
期
間
内
に
、

公
庫
の
申
込
み
と
同
時
に
同
一
金
融
機

関
へ
栃
木
県
住
宅
建
設
資
金
借
入
申
込

書
を
提
出
し
、
上
棟
予
定
日
の
1
0
目
前

ま
で
に
栃
木
県
木
造
住
宅
証
明
申
請
書

等
を
栃
木
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会

ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。
（
必
要
書
類

は
取
扱
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
）

割
増
融
資

　
県
内
製
材
品
の
う
ち
Ｔ
Ａ
Ｓ
乾
燥
材

を
6
0
％
以
上
使
用
し
た
場
合
、
割
増
融

資
（
１
０
０
万
円
）
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

-

　
詳
し
く
は
次
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

參
栃
木
県
林
務
部
佐
野
林
務
事
務
所
普

　
及
課
　
昔
０
２
８
３
ム
ヤ
ー
４
４
１

　
佐
野
市
堀
米
町
6
0
7
安
蘇
庁
舎
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
ｒ
－
Ｌ
－
－
－
－
－
－
－
－
・
－
－
－
・

4 0

と
農
の
相
談

私
た
ち
の
「
食
生
活
」
を

　
　
　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
く
上
で
、
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
食
べ
物
で

す
。
私
た
ち
の
食
生
活
は
飽
食
と
も
言

わ
れ
る
ほ
ど
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、
最

近
で
は
様
々
な
問
題
が
み
ら
れ
る
よ
う

で
す
。

　
目
本
の
食
生
活
は
、
こ
れ
ま
で
ご
は

ん
を
中
心
と
し
て
、
野
菜
、
果
実
、
畜

水
産
物
等
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
加
わ
っ
た

健
康
的
で
豊
か
な
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
近
年
、
畜
産
物
・
油
脂
類
の
消
費

が
増
え
続
け
て
お
り
、
脂
質
の
と
り
過

ぎ
な
ど
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
（
Ｐ
Ｆ
Ｃ
バ

ラ
ン
ス
）
の
崩
れ
が
見
ら
れ
、
生
活
習

慣
病
（
が
ん
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
等
）

が
増
加
し
、
ま
た
、
「
肥
満
」
、
「
欠
片

や
「
孤
食
」
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
世
界
で
約
８
他
人
が
栄
養
不

足
の
状
態
に
あ
る
中
で
、
我
が
国
で
は

食
品
の
食
べ
残
し
や
廃
棄
に
よ
る
資
源

の
浪
費
や
環
境
へ
の
負
荷
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
食
生
活
の
問
題
に
対
処

す
る
た
め
に
、
平
成
1
2
年
に
国
に
お
い

て
「
食
生
活
指
針
」
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
概
略
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
　
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

２
　
１
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
健

　
　
や
か
な
生
活
リ
ズ
ム
を
。

３
　
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、

　
　
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
。

４
　
ご
は
ん
な
ど
の
穀
物
を
し
っ
か
り

　
　
と
。

５
　
野
菜
・
果
実
、
牛
乳
・
乳
製
品
、

　
　
豆
類
、
魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て

６
　
食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に
。

７
　
適
正
体
重
を
知
り
、
日
々
の
活
動

　
　
に
見
合
っ
た
食
事
量
を
。

８
　
食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
活
か
し

　
　
と
き
に
は
新
し
い
料
理
も
。

９
　
調
理
や
保
存
を
上
手
に
し
て
無
駄

　
　
や
廃
棄
を
少
な
く
。

1
0
　
自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま

　
　
し
よ
う
。

　
こ
れ
を
機
会
に
自
分
の
食
生
活
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
食
に
問
す
る
相
談
、
農
業
こ
農
村
に

関
す
る
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

食
と
農
の
相
談
室

　
　
　
（
下
都
賀
農
業
振
興
事
務
所
内
）

　
栃
木
市
神
田
町
５
－
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
2
3
１
３
４
２
５

15

国
民
年
金
の
独
自
給
付

●
寡
婦
年
金

　
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
た
夫
が
、

年
金
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と

き
に
、
夫
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

6
5
歳
未
満
の
妻
が
、
6
0
歳
か
ら
6
5
歳
に

な
る
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
年
金
額
は
、

夫
の
被
保
険
者
期
間
で
計
算
し
た
老
齢

基
礎
年
金
の
額
の
４
分
の
３
で
す
。

※
死
亡
当
時
ま
で
の
婚
姻
関
係
が
、
1
0

年
以
上
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

※
夫
の
死
亡
日
に
妻
が
6
0
歳
未
満
の
場

合
は
、
6
0
歳
に
な
っ
て
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
死
亡
一
時
金

　
保
険
料
を
３
年
以
上
納
め
た
人
が
、

老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
ず
に
死
亡
し
、
そ
の
遺
族
が
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

※
寡
婦
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。



　………平.･成13一年.･･.度　後期　十

生涯学習関連施設講座案内，

-,IS,i.1

7
9
7
r
7
y施　　　設 目　　次 場　　　所

電　話　番　号
　(問い合わせ)

生涯学習館 P17～P19 落合３丁目５－３ 0282 － 82－ 8384

壬生中央公民館 P22～P23 本丸１丁目8 －33 0282 － 82 － 0108

南犬飼地区公民館 P24 安塚1179 0282－86－0031

稲葉地区公民館 P23 上稲葉932 0282 － 82－7374

おもちや博物館 P24 国谷2300 0282－86－7111

スポーツ振興課 P24 壬生甲3828 0282－82－2345

児　　童　　館 P25 壬生丁281 0282－82－7388

子そだて広場 P20
生涯学習館・駅東自治公民館

南犬飼地区公民館

各　種　講　座 P21 生涯学習館

ぐ
受付開始日時と申し込み方法は、施設により異なりますので、それ

ぞれのページでご確認ください。

ｊ
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佐涯ﾂﾞ･習雫後月講座

７－プ£7ソフ･卜のすべて（ＩＴ追加講座）

　ＴＴ講習の成果をふまえ、更なる進歩をめざしてロ

とことんワープロソフトを使いこなしてみませんか。

　　　市販教材１冊、丸ごと習得しましょう。

項　　目 コース 時　　間 開　　　催　　　日

一太郎11

Ａ(土) 午前９時～12時 9/29 10/6 10/20 10/27 11/10 11/17 11/24

Ｂ(日)
午後１時30分～

　　　４時30分
9/30 10/7 10/14 10/21 10/28 11/4 11/11

Ｃ(木)
午前９時～12時

　(託児有り)
11/1 11/8 11/15 11/22 11/29 12/6 12/13

ワード2000

Ｄ(土)
午後１時30分～

　　　４時30分
9/29 10/6 10/20 10/27 11/10 11/17 11/24

Ｅ(日) 午前９時～12時 9/30 10/7 10/14 10/21 10/28 11/4 11/11

Ｆ(火)
午前９時～12時

　(託児有り)
11/6 H/13 11/20 11/27 12/4 12/11 12/18

17

※注　託児は５名程度（ハガキに希望をご記入下さい）

　募集人員　各27名

　会　　場　生涯学習館

　受講料　無料

　教材費　実費（2､000円以内）

　申し込みは、|丁講座申し込み同様往復はがきでお願いします。第３希望まで記入下さい。

　９月16日必着　抽選により、決定します。

　９月22日までに受講の可否を通知します。

一

-



県
民
カ
レ
ヅ
ジ

ぐ……………jj°‘'………･==･中級中国語講座

まなびで拓く新しい世界と自己発見

ﾌ…………j｀."'手打ち蕎麦教室

　　　ハルピン医科大学日本語講師　熊　青娼先生

　今回の講座は、中国語の日常会話を中心とし、言

葉の背景にある文化や諸事情など異文化の接点をも

視野に入れながら、皆様の希望に応えられるよう楽

しく分かりやすく解説します。

① 10/6 土 今出立日曜日

② 10/13 土 三木さんの家はどこ

③ 10/20 上 私達の学校

④ 10/27 土 私達のクラスの生徒が多い

⑤ 11/10 土 彼は私達に会話を教える

⑥ 11/17 土 学校の食堂で私はいつも食べる

⑦ 11/24 土 今、８時10分

⑧ 12/ 1 土 今日は２月27日

⑨ 12/ 8 上 この服は私のではない

⑩ 12/15 土 喫茶店で

午前10時00分～12時00分

30名

生涯学習館

2,000円

ﾚ　ﾘｽﾞﾑとともだち楽しく遊ぼう

　　　　　リトミック研究センター　チーフ指導員

　　　　　　　　　　　　　　　　加藤玲子氏

　２・３歳児を対象に、母と子のかかおりのなかで、

リズムの流れや音を通し、感じる心と身体をつくり

ます。

　〔主な内容〕ごあいさつ・手合わせパッチン・絵カー

ド・まねっこメロディ・ダンス・マラカスサンバ等

ヽ期　日　①10月10日　②10月24日　③11月14日

　　　　　④11月28日　⑤12月12日　⑥１月16日

　　　　　⑦１月30日　⑧２月13日　⑨２月27日

　　　　　⑩３月６日

　　　　　　毎週水曜日

･一時　間　Ａグループ午前10時～10時50分

　　　　　Ｂグループ午前11時～11時50分

・対象者　２歳児・３歳児と親

　会　場　生涯学習館

　教材費　2､000円

　託　児　乳児はお預かりします。

　　　　　ご希望の方は、申し込み時に申請下さい。

　　　　　　　　　　蕎麦研究家　小林陽二先生

　あなたも蕎麦打ち名人、年越し蕎麦は自分で打っ

ておもてなし。太くも良し、短くても良し、日本古

来の技を身につけて豊かな人生を送りましょう。

① 10/ 7 日 蕎麦の話・実演・実技

② 10/14 目 蕎麦打ちのポイント・実技

③ 10/28 目 蕎麦打ち・つゆ造り・実技

④ 11/ 4 日 蕎麦・うどん打ち・実技

⑤ 11/11 日 蕎麦打ち・試食会・実技

ｾﾞ､時　間

回募集人員

や会　場

か教材費

ル持参品

午後２時～午後５時

16名

生涯学習館

6,000円

エプロン（前掛け）

蜀協医科大学公開講座(ﾊﾟｿｺﾝ教室)

１　概要・紅葉講座（パソコン）表計算を中心

　　に

２　募集期間・開催日の１ヶ月前より

３　問い合わせ・申し込み方法

　　狽協医科大学事務局企画室

　　　住所　壬生町北小林880

　　　〒　321-0293

　　　TEL 0282-87-2107

① 10/18 木 表計算

② 10/25 木 表計算

③ 11/ 1 木 表計算

④ 11/ 8 木 表計算

⑤ 11/15 木 表計算

⑥ 11/22 木 表計算

ｙ時　　問

責募集人具

有会　　場

ヽご教材費

☆備　　考

午後６時～午後７時30分

参加50名

掲協医科大学

5,000円

受付は平日のみ９時～17時

18



こ涯学習館後期講座
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回ふヽに'回回(

みんなで見直そう環境！！

　人間にやさしい環境ってな一に
Ｉ
Ｉ
Ｉ
●

１
－
●

～ﾗｲﾌｽﾀｲﾙと環境問題～j上==/1…………j111jj11･～いま、こどもの環境は～

　　　　　　　講　師　宇都宮大学教育学部助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　赤塚朋子先生

　皆さんのライフスタイルをどのように選択改善す

るかが、地球環境保全に大きくかかわってきます。

　生活者の視点からみてみましょう。

jT期　　日

……,=･j･j時　　間

10月２日（火曜日）

午前10時～12時

……==･'.=募集人員　50名

丿
会　　場　生涯学習館

当日受付可

　一館外研修－

鳥たちに学ぶ地球環境
　ラムサール条約（正式名称＝とくに水鳥の生

息地として国際的に重要な湿地にかんする条約）

の登録湿地に指定された谷津自然観察センター

は、野鳥の生態や干潟の自然について学ぶとこ

ろが多く、目でみる環境保全活動として、これ

まで野鳥や干潟に関心がなかった人たちが、自

然のすばらしさを発見し、環境問題について考

える良い機会になります。

禽期

大目

日

程

員
費

定
会

貴
女

11月２日（金曜日）

8 :00（生涯学習館駐車場）

10:30（谷津干潟自然観察センター

　　　　見学）

12:00（昼食）

13:00（干潟周辺緑地散策）

14:30（ららぽーとショッピング）

17:30（生涯学習館着）

30名

2､500円（入場料、昼食代、高速道

路代、保険、その他）

　　　　　　講　師　栃木県環境部児童家庭課職員

　出生率が減り、少子化の進むなか、こどもの環境

はどうでしょうか。

　男女共同参画の視点も含め、いろいろ考えましょ

う。

前期　　日　10月17日（水曜日）

☆時　　間　午前10時～12時

大募集人員　50名

回会　　場　生涯学習館

や当日受付可

ドイツに学ぶ

講　師　日独協会事務局長　田中　久先生

　ドイツを訪れると町並みの美しさと窓辺の美しい

花に感激します。古き良きものを大切にし、永く後

の世にまでも伝えていくこと、そして徹底したリサ

イクル。ビデオ鑑賞とお話、ティタイムの楽しい時

をご一緒に‥･

期
時

日　11月７口（水曜山

間　午前10時～12時

募集人員　50名

会　　場　生涯学習館

当日受付可

19
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子育て広場

く

子育て広場
いきいき子育て応援！

ｙ

　子どもが健やかに育つのは親の願い。いろいろな遊びを

通して、親子でふれあい子育てを楽しく、喜びに変えてみ

ませんか。きっといい出会いがありますよ。

･゜‘"'……………………親子ふれあいサロン

① 10/12 金 外で遊ぼう・風船遊び

② 11/ 9 金 ママのおすすめベスト５

③ 12/14 金 楽しいクリスマス

④ 1/11 金 手打ちうどんを作ろう

⑤ ２／８ 金 ひなまつりと絵本の世界

⑥ ３／８ 金 幼児に多い事故

所対　　象　未就学兄と親

政時　　間　午前10時～11時30分

奈募集人員　20組

貴会　　場　生涯学習館

責教材費　１回200円

禽申込先　生涯学習館

○申し込み受付は、９月16日（日）午前８時30分より

　生涯学習館で行います。

　子育てに張り切りすぎていませんか。先ずは、話

してみて！！　きっと見つかるはず

　楽しい時間‥･

債日　　程

肯時　　間

責場　所

雀申し込み

毎月第４金曜日

午前10時～

生涯学習館

随時

ｲ!

…

……………!I.･j゛･j.I=万万万･のびのび広場

① 10/18 木 ハロウィンの仮装ショウ

② 11/15 木 かんたん指人形

③ 12/13 木 おたのしみクリスマス

④ 1/17 木 凧作りとおもちやの与え方

⑤ 2/21 木 ひなまつりと絵本の世界

⑥ 3/14 木 幼児の事故と箸の持ち方

兪対　　象

☆時　　問

責募集人員

レ★会

責教材

場
費

未就学兄と親

午前10時30分～11時30分

20組

駅東自治公民館

１回200円

貢申し込み・お問い合わせ

　TEL 82－7108 （斉藤）

　TEL 82－6217 （早乙女）

で゜'･1'1すくすく広場

① 10/25 木 丈夫な歯にしよう

② 11/22 木 折り紙で指人形

③ 12/20 木 たのしいクリスマス

④ 1/24 木 たこたこあがれ！

⑤ 2/28 木 ひなまつりと絵本の世界

⑥ ３／７ 木 幼児に多い事故

貢対　　象

ﾂﾞ･時　　間

４募集人員

貴会　　湯

女教材費

未就学兄と親

午前10時30分～11時30分

20組

南犬飼地区公民館

１回200円（親子１組）

☆申し込み・お問い合わせ

　TEL 86－0031 （南犬飼地区公民館）

　TEL 86－2184（藪田）
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各種講座

民話を聞くつどい
「むかしむかしあったとさ・・・」

　ゆったりと、くつろぐ昔話の世界。

　日本人の心のふるさと民話。ほのぼのとした温も

りの中で、心を遊ばせてみませんか。

　期　　　日　11月18目（目）

宍時　　間　午前10時～12時

そ言会　　場　壬生町生涯学習館

丿一語り部　壬生民話の会

　:費　　用　無料

……゜y.Ｉ:==･とちぎ学・歴史セミナー

　｢古代とちぎの幕開け｣

　はるか昔、私たちの祖先は、わがふるさと「とち

ぎ」に住みはじめました。この講座は厳しい自然と

闘い、狩猟・採集中心の生活の続いた先土器・縄文

時代から農耕を開始し現代の生活の基礎を築いた弥

生時代を経て、古代下野国が成立するころまでの

「とちぎ」の歩みについて、最新の発掘成果をもと

に見ていこうとするものです。

☆実施期間

中時　　間

㈹会　湯

女現地学習は

10月４日～11月29日の毎週木曜日

午後１時～３時

※現地学習は午前10時～午後３時

壬生町生涯学習館

Ｄ埋蔵文化センター

2）しもつけ風土記の丘資料館

3）なす風上記の丘資料館

　　（小川館湯津上館）

青申込先　とちぎ生涯学習文化財団

　　　　　　〒320-8530　宇都宮市本町ト8

　　　　　　TEL028-643-1006

貢申込方法　往復ハガキのみ

雀期　　限　９月７目まで
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｢町教育委員会後援講座｣

女性のための人間関係講座

　私たちは、誰もが個性豊かな人間として、自分ら

しく生きたいと願っています。周りの人と、あたた

かい人間関係をつくりながら、生き生きと過ごした

いと思っています。それにはどうしたらよいか、そ

の問いに答えるのがこの講座です。　日々の生活の場

面をヒントに練習を重ね自分自身を見つめます。

　男性の方も歓迎します。

① 9/22 上 今、何をしているか、何がしたいか

② 10/6 土 「わたし」を表現したい時

③ 10/20 土 「いいえ」と言いたい時

① 11/10 土 問題を持つのは誰か

⑤ 11/24 土 対立を解く

⑥ 12/1 土 効果的な手助け

⑦ 12/15 土 目標と計街づくり

ヽ時　　間　午前９時30分～12時30分

回募集人員　12名

士会　　場　壬生町生涯学習館

貪費　　用　24,000円

簑講　　師　シニアインストラクター

　　　　　　木村園恵

丿一主　　催　親業訓練協会　栃木ブロック

ー問い合わせ

　木村園恵（壬生町安塚878－26）

　　TEL/FAX　0282-86-2083

　　E-ma il　kimura.s＠exdte.co.jp

-
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j･j.…………＼j………=･=籐工芸

さあ学び楽しむ秋、学んでつくろう壬生の未来

和紙のおひなさま(和紙人形)

　　　　　　　　　　　　　　　金子文江先生

　籐かご作りを中心としたいろいろな物を作ってみ

ませんか。

① 10/ 3 水 帽子のタオルかけ

② 10/17 水 カップ

③ 11/ 7 水 ソーサー

④ 11/21 水 クリスマスベル

⑤ 12/ 5 水 クリスマスリース

⑥ 12/19 水 くずかご

⑦ １／９ 水 くずかご

⑧ 1/23 水 花かご

⑨ ２／６ 水 花かご

⑩ 2/20 水 菓子皿

間　午前10時00分～12時00分

宍募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

☆
　
か
　
炎

30名

中央公民館（実技実習室）

申込時2,000円　他実費

はさみ・メジャー（ものさし）

T……'……トールペイント教室

　クリスマスに向けて、

イントしてみませんか。

　　　　琴寄規子先生

木製品に楽しく、簡単にぺ

① 10/12 金 カントリー風のお家型メモホルダー

② 10/26 金 かわいい勤物のペーパーホルダー

③ 11/ 9 金 玄関にウェルカムボード

④ 11/30 金 紳士的なスタンドスノーマン

⑤ 12/14 金 お部屋に飾ろう！サンタのリース

⑥ 12/21 金 ハート形タオルハンガーにかわいい花

⑦ 1 /11 金 印鑑入れにウォッシュの風景

⑧ ！/25 金 コーヒーフィルターにポットやジャムびん

⑨ ２／８ 金 小物かごにステキな花

⑩ 2/22 金 丸いお盆に愛らしい女の子

間　午前10時00分～12時00分

ﾂﾞ･募集人員
場
費
品

　
材
参

会
教
持

Ｊ
’
判
　
宍

15名

中央公民館（児童室）

申込時2,500円　他実費

エプロン・不要な布一筆

　　　　　　　　　　　　　　　　山田麗子先生

　おひなさまは、いくつになっても嬉しいもの。最

近、おひなさまブームもあり、今回のテーマにして

みました。

　あなただけの、小さくてかわいいおひなさまを作っ

てみませんか。

① 10/18 木 和紙に慣れよう（町娘）

② 11/1 木 色紙びな

③ 11/15 木 はまぐりびな

④ 11/29 木 巻きびな

⑤ 12/ 6 木 和紙人形（少女）

⑥ 12/20 木 ぼんぼり作り

⑦ 1/17 木 立びな（女）

⑧ 1 /31 木 立びな（男）

⑨ ２／７ 木 座りびな（女）

⑩ 2 /21 木 座りびな（男）

今時　　間　午後１時30分～３時30分

江募集人員

ｙ会

☆教

ヽ･持

20名

中央公民館（学習室）

申込時3,000円　他実費

ハサミ・木工用ボンド・おしぼり・ものさし

西川流舞踊教室(日舞一新舞踊)

　　　　　　　　　　　　　　　西川扇芳祥先生

　舞踊を習得することにより、心身共に健康を維持

し、立ち振る舞いも美しくなります。

① 10/5 金 新舞踊

② 10/19 金 新舞踊

③ 11/ 2 金 新舞踊

④ 11/16 金 新舞踊

⑤ 12/7 金 新舞踊

⑥ 12/21 金 日本舞踊小曲

⑦ 1 /11 金 日本舞踊小曲

⑧ 1/25 金 日本舞踊小曲

⑨ ２／１ 金 日本舞踊小曲

⑩ 2 /15 金 日本舞踊小曲

、時　　間　午前10時00分～12時00分

－募集人員　20名

､ヽ会　　場　中央公民館（展示資料室）

・持参品　扇子・手ぬぐい・だが・着物（もしく

　　　　　　は浴衣）着用
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中央公民館・稲葉地区公民館　後期講座
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古典を読む

　　　　　　　宇都宮大学教授　長尾高明先生

堤中納言物語を解説を交えながら勉強します。

① 10/2 火 花桜析る少将

② 10/16 火 このついで

③ 10/30 火 虫めづる姫君

④ 11/13 火 ほどはどの懸想

⑤ 11/27 火 道坂越えぬ権中納言

⑥ 12/11 火 具合

⑦ 1 /15 火 思はぬ方に泊りする少将

⑧ 1 /29 火 はなだの女御

⑨ 2/12 火 はいずみ
⑩

　一一

2/26 火 よしなごと

禽時 間　午後１時30分～３時30分

脊募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

外
資
資

50名

中央公民館（研修室）

650円

筆記用具

果実酒講座
　　　　　　　　　　　　　　　中尾靖一郎先生

　果実酒作りを通して果実の有効成分を健康増進に

役立てるとともに仲間と楽しく生活に潤いがもて

る。

jl°･.･･j°ljljl･,1111･･更級日記

シ　　　　　　　　　足利学校研究員　倉沢昭壽先生

万1　前期に引き続き講座を開催いたします。後期から

！受講希望の方は申し込んでください。

① 10/25 木 更級日記

② 11/ 8 木 更級日記

③ 11/22 木 更級日記

④ １２／６・７ 木･金 研修（行き先未定）

⑤ 12/13 木 更級日記

⑥ 12/27 木 更級日記

⑦ 1 /10 木 更級日記

⑧ 1 /24 木 更級日記

⑨ 2/14 木 更級日記

⑩ 2 /28 木 更級日記

貢時　　間　午後１時30分～３時30分

長募集人員　50名

粂会　　場　中央公民館（研修室）

★教材費　100円（後期から受講の方）

レ貞･持参品

☆研修人員

① 10/17 水 季節の果実で作る果実酒

② 11/21 水 同上

③ 12/19 水 同上

④ 士/16 水 同上

⑤ 2/20 水 同上

時 間　午前９時30分～11時30分

ﾂﾞ=i.･.;.･募集人員　15名

づ’･=.j会　　場　稲葉地区公民館

･:j=･･万こ=･J教材費　5,000円

………=･･=･,･･=･持参品　材料（季節の果実等）

○申し込み受付は、９月22日

　(土)午前９時から�82-7 3TI4

　又は直接稲葉地区公民館に

　申し込んで下さい。

23

筆記用具

33名（実費負担）

レザークラフト
　　　　　　　　　　　　　　　古後政子先生

　皮革の小物からハンドバッグ・インテリアなど基

礎から高度な技術まで、楽しみながら学びましょう。

区　　分 拡iLヽ者 上級者

① 10/5 金 基礎練習 バ　ッ　グ
② 10/19 金 小銭入れ バ　ッ　グ

③ 11/2 金 同　　　上 同　　　上

④ 11/16 金 同　　　上 同　　　上

⑤ 12/ 7 金 同　　　上 同　　　上

⑥ 12/21 金 キーケース 皮ブローチ

⑦ 1/18 金 同　　　上 同　　　上

⑧ ２／１ 金 同　　　上 同　　　上

⑨ 2/15 金 ペンケース 自由教材

⑩ ３／１ 金 同　　　上 同　　　上

万:,==･'1時　　間

………･……募集人員

ﾀﾞﾌﾞ･会　　場

粂教4ｵ費

乙-J･‥1寺参品

午前10時00分～12時00分

20名

中央公民館（実技実習室）

実費負担（初心者は申込み時工具代と

して8,000円）

工具一式

一

一



スずーツ振興課事業・南犬飼地区公民館講座・おもちや博物館事業

太極拳教室
　　　　　　壬生町太極拳協会　阿部紀久子先生

　生涯スポーツとして幅広い年齢層が各自適正な

運動量を体験できる太極拳を通し、日頃の運動不

足とストレスの解消を図ることを目的とする。

① ９／５ 水 太極拳

② ９／７ 金 太極拳

③ 9 /12 水 太極拳

④ 9 /14 金 太極拳

⑤ 9/19 水 太極拳
……=時　　間

……゜万一･=-一会　　場

j=j募集人員

…………=･=.･参加料

………1寺参品

………申込先

午前10時00分～12時00分

壬生町総合運動場体育館

壬生町在住、在勤者50名

無料

体育館シューズ、運動着

町スポーツ振興課

TEL 82－2345

j……゜おもちや病院(壊れたおもちやの修理)

　　　　　　　　　　　おもちや病院ボランティア

Ｉ開催日　10月21日･11月18日･12月16日・１月20日。

　　　　　２月17日・３月17目　いずれも日曜目

時　間　午後１時00分～４時00分

　対象者　博物館入館者

･会　場　おもちや博物館

ﾊﾞ|参理代　原則無料

民話を聞く会
≒開催日　毎月第１、第２日曜日

１時　間　午後１時30分～

y対象者　博物館入館者

一会　場　おもちや博物館３Ｆ

第６回おもちやﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
４開催日　11月３目（土）文化の目

引寺　間　午前９時30分～午後４時30分

回入場料　館内無料開放

フラワーデザイン教室
ヒビヤフラワーアカデミー　峰岸美智子先生

① 10/13 土 初秋のけはい

② 10/27 土 植木鉢のかざり

③ 11/10 土 小さな庭を

④ 11/24 土 寒くなって

⑤ 12/ 8 土 クリスマスを一足早く

⑥ 12/22 土 もうお正月です

⑦ 1 /12 土 早く体を戻して

⑧ 1 /26 土 テーブルに花を

六時　　間　午前１時30分～午後３時30分

yl･=･･=･募集人員　20名

……･:.･::会　　場　南犬飼地区公民館

=.ご･教材費　１回につき1､500円程度

　持参品　ハサミ、雑巾、ごみ袋、筆記用具．

　　　　　　新聞紙、バンドエイド

○申し込み受付は、９月22日(土)午前９時から

　�86-0031又は直接南犬飼地区公民館に申し込

　んで下さい．

手作りおもちや教室
　　　　　　　元栃木県子ども総合科学館学芸員

　　　　　　　　　　　　　　　小林昭彦先生

　身近にある材料でおもちやづくりを楽しもう。

い開催日　10月28目･11月25日

　　　　　１月27目(午後)・２月24日(午後)

　　　　　３月24日　　　　　　いずれも日曜目

ヽ時　　間　午前11時00分～12時00分

　　　　　午後２時00分～３時00分

　募集人員　先着30名

　会　　場　おもちや博物館

こ一教材費　無料(但し博物館入館者)

正月特別開館
一開催日　平成14年１月３日(木)～１月４日(金)

時　　間　午前10時30分～午後３時30分

入館料　有料

その他　お正月ならではのイベント実施

　　　　　　　　瓦の　、

緩

よ

ブ
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児童館事業

で'j!………j'……゜万､･児童館小学生工作教室

①
11/12

　～16
月～金 クリスマス飾り制作

②
１２／３

　～８
月～土

タオル人形（犬）

タオル１本持参

③
１／７

　～１２
月～土

指編み教室（マフラー）

材料費300円

④
2 /18

　～23
月～上

ポンポンクラフト

　　　(ハムスター)

☆時　　問

責募集人員

か会　　場

兪申し込み

放課後４時30分まで

１目６名

壬生町児童館

随時受付

こ:………児童館のまつり

①
児童館祭り

10∠27(土)

10時～

　　12時

ゲームやおもちゃ

を作ろう

②
餅つき会

12/22(土)

10時～

　　12時

杵つき餅を食べ

よう

③
節分会

1/26(上)

小学生の部

９時30分～

　10時30分 鬼退治をしてお

宝まきを楽しも

う
幼児の部

10時30分～

　12時30分

齢募集人員

禽会　　場

兪申し込み

25

約100名

壬生町児童館

１ヶ月前から

j'TI………j……………=小学生対象ｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室

マミーフラワーデザインスクール登録講師

　　　　　　　　　　　　甫坂賀子先生

① 12/1 土 クリスマスリース

② 12/25 火 正月飾り

即時　　間　午後１時30分～約２時問

責募集人員　30名

士会　　場　壬生町児童館

斤教材費　各500円

('･I°jl.'………゛"｀'1万･･==小学生対象繭玉細工教室

　　　　　　　　　飯田深雪アートフラワー師範

　　　　　　　　　　　　　　　重田千代子先生

　　　　　　　　　　　　　　　稲葉　ツヤ先生

①　12/15　土動物細工

ア時　　間　午後Ｈ寺30分～約２時閲

子募集人員　25名

乙会　　場　壬生町児童館

蚤申し込み　11月１日から

① 12/26 水 のが大の宇宙漂流記

② 12/27 木 キラキラ星の涙

③ 3 /18 月 のが太の魔昇天冒険

④ 3 /19 火 あらら山賊少年団

⑤ 3/21 木 のが太と竜の騎士

⑥ 3/22 金 のが太のパラレル西遊記

禽時

貴会

責参

開
場
加

午前10時～

壬生町児童館

自由

-

心



共演：壬生少年少女合唱団

　
創
立
1
0
周
年
を
迎
え
る
こ
の
合
唱
団
は
、
ロ
シ
ア
最

高
の
合
唱
団
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
映

画
に
も
出
演
し
て
い
る
。
優
秀
な
メ
ン
バ
ー
の
レ
ペ
ル

は
高
く
、
ま
さ
に
ソ
リ
ス
ト
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
百
え

る
。
マ
イ
ク
を
必
要
と
し
な
い
、
幅
広
い
音
域
を
持
つ

歌
い
手
た
ち
に
よ
る
ア
・
カ
ペ
ラ
で
歌
わ
れ
る
伝
統
の

ロ
シ
ア
正
教
の
妙
な
る
調
べ
を
は
じ
め
、
ク
リ
ス
マ
ス

曲
か
ら
民
謡
ま
で
、
存
分
に
楽
し
め
る
一
夜
に
な
る
で

開
催
日
　
1
2
月
８
日
出
　
午
後
６
時
3
0
分

発
売
日
　
９
月
2
0
目
困
　
余
白
出
席
２
。
０
０
０
円

会
　
場
　
壬
生
中
央
公
民
館
犬
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
城
址
公
園
ホ
ー
ル
）

　
　
　
※
入
場
券
は
、
中
央
公
民
館
、
稲
葉
・
南
犬
飼
出

　
　
　
　
張
所
、
町
施
設
振
興
公
社
で
取
り
扱
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
壬
生
中
央
公
民
館
　
�
8
2
－
０
１
０
８

霖帥噪靫貪希叫

ヽ ヽ 一

壬生束小６年

　岡本広子

４

　
●
ル
○
○
　
　
●

◆
　
「
都
市
緑
化
の
推
進
に
役
立
て
て

　
く
だ
さ
い
」
と
、
竿
1
7
回
全
国
都
市

　
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
の

　
太
田
代
雄
三
清
算
人
か
ら
、
こ
の
た

　
び
町
へ
２
千
４
１
７
万
３
千
９
５
２

　
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

太田代精算人から町長へ

　　　寄付を手渡す

　　　　ご肺門y

｢ニコ⑥HAPPY｣

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
教
室
様
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
７
千
７
６
円

匿
名
②
　
　
　
　
　
　
１
千
１
３
５
円

㈱
県
南
環
境
様
⑩
　
　
　
　
　
２
万
円

墨
絵
ク
ラ
ブ
様
⑩
　
　
　
　
　
１
万
円

すは号衣一
゜Ｏがで般広

お２間　｀廃報
賄８違12棄壬

び２っ寄物生
し－て㈲処７
玉８い　ア理月

訂６まラ業号
正‾’しカ許７

ﾝで２だワ可頁

こ１　°の業　｀
ま９正電者壬

す９し話‾生
・でく寄覧町

一

訂

正

幽

壬生東小６年

たにかわ　ひでみち
谷川英通
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　●　●　　　●
　介国　国
　護民　民
　保健　年
　論康　金
　料保　一、
結寇論結９
期眉税期月ｍドコ忿

1o懸長

月孚‾月
肖懸　習

９
月
の
納
税
等
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